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という目的のこのような芸術祭の構想が話し合われている（Western Samoa, National 
Festival Committee 1996a: 48）。このような伝統文化の祭典は独立したばかりの、あるい
は独立しつつあった太平洋島嶼国リーダーたちの共通の願望でもあった。 
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1 South Pacific Commissionを略してSPCが通称となっていたが、ミクロネシアの多くの国
が加盟した後、South Pacific Commissionはふさわしい名称ではないとの判断から、1998
年の初めころに、Secretariat of Pacific Communityと改名された。略称は相変わらず、
SPCである。ここでは、双方とも以後SPCと呼ぶ。 
2 当初「南」をつけて、南太平洋芸術祭（South Pacific Festival of Arts）となっていた
が、やがて、ミクロネシア諸国が参加したために、1985年より「南」を外し、太平洋芸術




5 現文化担当官Yves Corbel氏談。 
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 第 1 回 1972 年  スヴァ   フィジー 
 第 2 回 1976 年  ロトルア  ニュージーランド 
 第 3 回 1980 年  ポートモレスビー パプアニューギニア 
 (第４回 1984 年  ヌーメア  ニューカレドニア 中止） 
 第 4 回 1985 年  パペーテ  仏領ポリネシア 
 第 5 回 1988 年  タウンズビル  オーストラリア 
 第 6 回 1992 年  アヴァルア  クック諸島 
 第 7 回 1996 年  アピア   西サモア 
 第 8 回 2000 年  ヌーメア  ニューカレドニア 
 
 ロトルアは、ニュージーランド内でもマオリ観光発祥の地であり、様々なマオリの文化
活動により知られている。第 2 回大会では、Te Arawa 部族のパフォーミング・グループが





ューギニアが主催して行われた。第 4 回は、もともと 1984 年にニューカレドニアのヌーメ
アで開催が予定されていたが、国内での人種間の摩擦が紛争へと発展したために、直前の 1
ヶ月前になって開催が断念された。代わりにその翌年、急遽仏領ポリネシアでの開催と相
成った。公式プログラムまで作られていた（Nouvelle Calédonie, l'Office culturel 
scientifique et technique Kanak 1984）ことを考えれば残念なことであった。 




ばれて土着化した人々も多数存在した（Evatt Foundation 1991）。 
 クック諸島の大会については、いくつか棚橋の報告がある（棚橋 1997a; 1997b）。人口
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 アピアでの第 7 回大会は、クック諸島の苦い体験に予防線を張った、省資源省エネルギ
ーの大会であった。写真集、公式ビデオの製作・発売もしていない西サモア政府は、実に
安上がりにこの大会を実行している。このために建設されたのは、New Marketわきの
National Cultural Centre7であるが、ほとんどの催しには既存の施設が用いられた。 




ニューカレドニアの人口は、1996 年現在、総数が約 20 万人で、そのうちカナク人は 41
パーセント、ヨーロッパ系は 31 パーセント、ポリネシア系（ワリス系とタヒチ系）は 12
パーセント、アジア系（主にインドネシア系とベトナム系）が 4 パーセントを占める。さ











































Jean-Pierre Deteix 氏によれば、彼らの招致競争は厳しく、1992 年のラロトンガでの大会
の際に、ニューカレドニアはハワイと競うことになり、熾烈な競争の後にようやく主催を
認めてもらうことができたという。 
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ことで、第 5 回（1988 年）はオーストラリア・タウンズビルで、第 6 回（1992 年）はク
ック諸島・アヴァルアでの開催が決まった（SPC 1985: 17-18）。その後、1987 年 10 月開
催の会合で、第 7 回大会（1996 年）をどこにするかが話し合われ、西サモアとチリ（イー
スター島）とが競争しており、決定を翌年に延ばすことが話し合われている（SPC 1987: 
23-24）。その後の記録は入手することができなかったが、程なく西サモアでの開催が決定













の 3 点を挙げている9。 
カナク文化開発庁を主催者として、太平洋芸術祭実行委員会（le Comité Organisateur du 




                                                  
9 芸術祭実行委員会事務局長Jean-Pierre Deteix氏談。 
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（l'Agence de développement de la culture Kanak）は、マティニョン協約に基づき、1988
年にカナク文化の振興を行うために作られた国の公社であるが、ここが文化センター建設

















                                                  













４．第 8 回大会の概要 
 第 8 回大会を観察し得た限りにおいて、その状況をおおまかに報告しよう。 
 主催者となったのは、先にも述べたようにカナク文化開発庁であった。しかし、全体に
資金が思ったように集まらず、1999 年 9 月に訪れたときには、開発庁のコンサルタント
Jacques Boengkih 氏が１人で企画にあたっていた。事務局ができあがってようやく活動を











cultures on the move together” の語が加えられた。開催期間は、2000 年 10 月 23 日（月）






















初日の 10 月 23 日（月）と最終日の 11 月 3 日（金）に関しては、前者が夕刻に開会式が、
後者は昼過ぎから閉会式が予定されているだけで、その他のプログラムはその間の日程、
10 月 24 日（火）から 11 月 2 日（木）の間に入っていた。会場は、ヌーメア以外にもグラ
ンテール島の北部（コネ）と南部（ポワンディミエ）各 1 箇所、ロイヤルティ諸島のリフ
島の計 3 箇所の地方会場が設けられ、10 月 25 日から 28～30 日までの間は各地でも行われ
た13。 
ヌーメア市内の会場の中心となったのは、文化村（Village Culturelle, Cultural Village）
である。ヌーメア市内の観光地アンスヴァタ（Anse Vata）に市内から入ってくる 1 本道が、























定が組まれ、さらに次第に予定が遅れて、10 時終了の予定が夜中の 12 時まで歌とダンスの
興奮が続く日もあった。 


















































































報では、毎日 10,000 人、閉会式には 20,000 人を記録したという。 
このような観客の構造は、やはりこの社会の構造を如実に示すものとなっているといっ












いる。」（山本 2000a: 190) 
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 彼はまた、11 月 3 日の閉会式においても、文化は常に変化するもので、変化を恐れては









Wassin と Nyian という 2 つの創作ダンスが演じられ、特に Nyian は素晴らしい演技であ
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16 ポリネシア航空のinflight magazine Polynesia によれば、この芸術祭での出会いを求
めて、オークランドをベースに活躍する歌とダンスのエンターテイメント・グループ、
Pacific Sistersが西サモアを訪れ、ホテルでショウを行うとある（Polynesian Airlines 
1996, Sept-Nov.: 5）。 
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回、第 5 回の芸術祭をそれぞれに主催している。 
まず、ニュージーランドであるが、先住民マオリ人人口が全人口の 14.5 パーセントを占
めている（1996 年センサス、NZ Statisticsホームページ）。芸術祭が始まった初回のフィ
ジー大会には、Auckland SymphoniaとFestival ChoirやDorian Singersなどの歌手たちの
オラトリオが、マオリのダンス・グループの他に参加していて演技を見せている（Fiji, 
Festival Committee 1972: 17, 23, 25）。また、第 2 回のロトルア大会においては、ニュー
ジーランドの電子音楽が演奏された、とプログラムにはある（New Zealand, Festival 





ランドからはモダンダンスと歌の集団（The Loose Dance Troupe）が来て好評を博した
（Pacific Islands Monthly 1980: 17）。この大会のニュージーランド国営放送の製作した番














官庁となったのは、外務省（Ministry of Foreign Affairs）、マオリ問題局（Department of 
Maori Affairs）、内政局（Department of Internal Affairs）であった（New Zealand, Festival 
Committee, n.d.）。その後、太平洋芸術会議への出席状況を見ると、所轄官庁は、ニュージ
ーランド将来計画会議（New Zealand Planning Council）、マオリ問題局、マオリ芸術会議
（NZ Council for Maori Arts）、マオリ南太平洋芸術会議（Council for Maori and South 
Pacific Arts）、と変わり、90 年代になると、一貫してニュージーランド芸術会議（Art Council 








































ジーランドの「市民権」を得たといってよい、全く新しい動きである（New Zealand, Arts 
Council 2000: 26）。 
一方、オーストラリアは、アボリジニとトーレス海峡諸島民だけからなる集団である。
アボリジニ（含トーレス海峡諸島民）は全人口の 2.1 パーセント（96 年センサス、Australian 
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れたのは周知のことである。 
オーストラリア代表も、初回については、Old Tote Theatre が参加出演している（Fiji, 
Festival Committee 1972: 27, 29）。また第 3 回には Oz Circus が来て好評を博した（Pacific 
Islands Monthly 1980: 17）。しかし、回を重ねる毎にそのような白人のアーティストが来
ることはなくなったようである。所轄官庁は、ずっとオーストラリア芸術会議（Australia 
Council for the Arts）の中にある。その中での担当は多少変化があったが、ここ 10 年は、














Council for the Arts 2000: 52-53）。 


















た比較的穏健な憲法へと再度改正が行われたのが 1997 年のことだった。その後、1999 年
に、新憲法の下で初めての選挙が行われたが、予想よりもずっと早く初めてのインド系首
相が誕生することとなった（山本 2000b: i-ii; 豊田 2000: 2570258）。 
しかし、土地政策において先を急ぎすぎた新首相に対する抗議行動などが激化した 2000









集団の人口比は、フィジー系が 49.4 パーセント、インド系が 45.7 パーセント、その他が
5.0 パーセントである。その他のうち最も大きな集団はヨーロッパ系混血であるが、以下多
い順に、ロツマ系、中国系（混血も含む）、ヨーロッパ系と続く（Douglas and Douglas 1994: 
163）。ロツマはポリネシア系住民の住む島だが、主島ヴィチレヴ島の北方 390kmに位置す
るため、フィジーの一部としてイギリスに植民地化された19。フィジーが多民族国家である
ことを強調するといっても、人口比からいうならば、全人口の 9 割 5 分までは、フィジー
系とインド系とで成り立っているので、その他のエスニック集団は実際よりは遙かに目立
つ扱いとなっているのである。この代表団を組織したのは女性文化省（Ministry of Women 
and Culture）と、フィジー芸術会議（Fiji Arts Council）である（SPC 2000: 17）が、双
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島々からなる北ソロモン州は 1988 年から分離独立運動を続け、10 年後の 1998 年に一定の
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 そして 1970 年代の初期に、高等教育機関が設立されたことが、芸術の振興に大きな影響












ていたバイアー夫妻（Ulli Beier と Georgina Beier）の影響が大きい。二人はナイジェリアの
文化政策に関わった経験を持っていて、これを生かしてパプアニューギニアの文化面で
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 マスク・フェスティバルは 2000 年で第 6 回目という比較的新しいカルチュラル・ショー
である。 
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 政府文化局とマダン州政府は第 5 回目のパプアニューギニア・マスク・フェスティ
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１）キナはパプアニューギニアの通貨。2000 年 9 月の時点で 1 キナは約 45 円である。しか
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写真 2-１．パプアニューギニア銀行本店の壁（Simons & Stevenson 1991 より） 
 
 
写真 2-2 パプアニューギニア国会議事堂の正面パネル 
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写真 2-3 パプアニューギニアのゴロカ・ショー 
 
 






























島米国自治領（Commonwealth of the Northern Mariana Islands）、ミクロネシア連邦












ぞれの芸術祭にむけての準備状況について調査を行なった。調査日程は、1999 年 8 月 11
日から 9 月 17 日にかけてと 2000 年 8 月 29 日から９月 19 日にかけてである。さらに、ニ
ューカレドニア・ヌメアで行われた第８回太平洋芸術祭そのものについては、開催期間に





























洋芸術祭｣（Pacific Performing Arts Festival）という名称に変更された。また 1998 年に
は、南太平洋委員会も、その名称を Secretariat of Pacific Community と改名している(3)。 
 さらに、2004 年第９回太平洋芸術祭が、先述したとおりミクロネシア地域のいずれかの


















府の公式機関である Guam Council on the Arts and Humanities Agency であった。通称
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KAHA と呼ばれるこの機関は、たとえば 1999 年８月には、グアムの観光名所の一つであ
る恋人岬に KAHA アートギャラリー（KAHA Art Gallery）を開館し、グアムの現代アー
トの展示と即売にあたるなどの活動を行なっている。 
第８回太平洋芸術祭に関して、この機関へグアム副知事から公文書が届いたのは、1999
年 7 月 16 日のことであった。これには、知事が選出したメンバーからなる実行委員会の組
織化が明記されている。つまり、前回までは KAHA がすべて担ってきた芸術祭の準備を、
新たな委員会を組織して取り組むこととなったのである。それが Festival of Pacific Arts & 
Cultures 2000 Trask Force (Festpac) Meeting である。そこには、チャモロ文化に関する

















 芸術祭への参加者は、この時点で 65 人から 70 人くらいが想定されていた。そのうち 15
人は、この会議の主催者である役員で占められ、残りの 50 人がアーティストであった。そ
の内訳は、約 30 人から 35 人がダンサー、手工芸品などの Visual Arts の展示にあたる製




















 会議のメンバーであるダンスの振付師 Frank 氏が、｢チャモロ文化はもう消えてしまっ


























 Paraisu ( Paradice)          Fama’GuOn Itano (Children of the land)   
 Tao Tao Tano (People of the land)   IrenSia (Our culture)  
  前回の第７回太平洋芸術祭には、上記のうち 3 つのチームが参加に名乗りをあげた。そ
のなかで１チームは、ダンサーの年齢が若すぎたため、他の２チームのなかから参加者が




  代表チームの総指揮者には、Tao To Tano のグループのリーダーであり、振付師でもあ
る Frank Rabon 氏が選ばれた。前回および前々回の芸術祭に参加した経験が買われての抜
擢である。彼が中心となって参加者を選び、新たなダンスチームを組織することとなった。
７月末の一次募集では 72 人のダンサーが集まり、そこから 40 人にまで絞られた。最年少
は 17 歳、最年長は 52 歳であった。選定の条件は、チャモロ文化の知識があるか、プロの
ダンサーか、という点であった。 













































































1  Justo Lokopwe   M  リーダー 
2 John Mayalug   M 
3 Tony Hetilack    M 
4 Bentick Hilario   F 
5 Lolita Lokopwe   F 
6 Grace Lokopwe   F 
7 Eulelia Lakopwe  F 
8 Pauline Yuurupe  F 









緒に Micronesian Field Trip Ship MV Micro Dawn という名の船に乗って、パプアニュー
ギニアへ向かったのである。それ以後のパラオは、以下に示すとおり、ほとんど芸術祭に
は参加していない。 
  1985 年  第４回・タヒチ（政治的な原因のため一年延期して 1985 年に開催）不参加。 
1988 年 第５回・オーストラリア  不参加。 
1992 年 第６回・クックアイランド ４人のオブザーバーのみ参加。 
1996 年 第７回・サモア           ４人のオブザーバーのみ参加。 
 59
Hosei University Repository













 1999 年夏に、状況は一変する。第８回太平洋芸術祭に向けて約 60 人の参加者を送るよ
う、本格的な準備が始められるようになったのである。それと同時に、2004 年の開催国を
目指すことが公表された。 
 1999 年 9 月には第 8 回芸術祭への参加の予算が成立し、本格的な準備が始められるよう
になった。 
 1999 年 10 月には、参加者選出のために、国内でのベラウ芸術祭（Belau Arts Festival） 
が復活した。そして、2000 年２月、ヌメアの準備委員会にて次回開催国として名乗りをあ
げ、これが了承される。 











た。パラオの機関は、列挙するだけでも、１：Palau Visitors Authority(PVA),  2 Belau 
National Museum, 3 : Minister of Community and Cultural Affairs, 4 Division of 












ラウフェア（Olchotel Belau Fair）である。これは、1960 年ころから毎年 10 月に行なわ
れていたものが、しばらく途絶えていたため、1999 年 10 月、太平洋芸術祭の準備を目指
して復活された。ダンスや絵画、伝統的なゲーム、民話の語りなどのさまざまな催し物で
賑わった。 


















Peleliu の女性チーム                   Sonsorol の男性チームと女性チーム 
Koror の男性チームと女性チーム        Aimeliik の女性チーム 






１ Martha Techitong (Palau National Youth Congress の代表) 
２ Romana Anastacio ( Belau & Music Association の代表) 
３ Katty Kesolei ( Palau Historical and Advisory Board の代表) 
４ Roberta Louch ( Belau National Museum Board Trustee の代表) 
５ Sophia Blacheos ( Old Age の代表) 
６ Takeo Rengulbai ( Governor ra Irrai アイライ州代表) 




１独創性  Originality     
２優美さ  Gracefulness  
３演出    Staging 
４装飾    Decoration 
５メロディーとリズム Tune and Rhythm 
６歌とその内容       Criteria of songs and meanings 
７全体性              Over all (whole performance)  であった。 
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 ここでは、ニューカレドニア・ヌメアで 2000 年 10 月 24 日から 11 月 3 日まで開催され
た第８回太平洋芸術祭の様子を具体的に紹介していくことにする。今回の公式参加国は 27
か国であるが、マーシャル諸島共和国などのように急遽参加をとりやめた国も含まれてい
る。したがって、実際には以下の 23 か国の参加となった。以下、列挙してみたい。 
 
American Samoa, Australia, Cook Islands, Easter Island-Rapa Nui, Federated States of 
Micronesia, Fiji Islands, French Polynesia, Guam, Hawaii, Kingdom of Tonga, Kiribati, 
Nauru, New Caledonia, New Zealand-Aotearoa, Niue, Norfolk Island, Northern 
Mariana Islands, Republic of Palau, Papua New Guinea, Samoa, Tokelau, Vanuatu, 
Wallis and Futuna.  
 



























 ここでは、11 月 1 日（水）午後 5 時 30 分から 6 時まで、ＳＰＣ本部中庭にて行われた
パフォーマンスをもとにして分析したい。 
 
＊SPC 本部中庭でのパフォーマンス――11/01. pm5:30-6:00 




























                                        ――カロリニアンのスティックダンス 
  北マリアナ諸島の参加者は、全部で 77 人であった（公式発表では 100 人）。しかし、途
中ビザの下りなかった３人がグアムで足止めをくらい、結局 74 人の参加となった。このう




＊贈り物交換（Gift Exchange） 10/24. pm.3:00-7:00 
北マリアナに関して特筆すべきことの一つに、ビレッジで行われた贈り物交換（Gift 




























11 月 1 日 12 時から、市内にある市民の憩いの場所、ココティエ広場のキオスク
（kiosuque）で、北マリアナ諸島のダンスが行われた。当日、ＳＰＣ本部で配られたプロ
































１曲目； Navigator Werieng  
Werieng とは、カヌー航海者の崇拝する神である。中央カロリン諸島で伝承されてきたカ
ヌー航海術には二大流があるが、その一つ Werieng 派の発祥地がポンナップ島であった[小










































 次回 2004 年に開催が予定されている第９回太平洋芸術祭は、冒頭でも指摘したとおり、
初のミクロネシア地域、パラオ共和国での開催が決定している。そのため、今回第８回芸
術祭におけるパラオ共和国の参加は、次回の開催を意識した力の入ったものとなっていた。










  ここでは、10 月 30 日のパフォーマンスと、閉会式前夜のパラオ共和国主催のパーティー、
それから閉会式の様子を簡単に解説してみたい。 
 
＊バンドによるコンサート 10/30 pm10:00- 








































































































































７）1995 年には男性ばかりのチームが、1998 年には女性を含む 19 人の混成チームが、ま
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た 1999 年には 17 人の混成チームがミクロネシア祭に参加している。これらはすべて
チューク州の代表としての参加である。 
８）ベラウ国立博物館館長 Faustina K. Rehuher-Marugg 氏のご教示による。“Pacific 
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写真 3-1 ビレッジを訪れる地元の小学生たち 写真 3-2 ビレッジでのタトゥーの実演（サモア）
写真 3-3 グアムのパフォーマンス（SPC 本部中庭にて） 




  第 3 章ミクロネシアにおける芸術とアイデンティティの模索 
  ―第 8 回太平洋芸術祭参加者の選定をめぐって― 安井眞奈美 
 
 




写真 3-5 ミクロネシア連邦、9 人のパフォーマンス（SPC 本部中庭にて） 
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第４章 No Money, No Mercy 
































































  第 4 章 No Money, No Mercy―マーシャル諸島が  
























































第５回のフェスティバル・プログラムによれば、Performing Arts として Traditional 
music and dance including the energetic stick dance、Craft deomonstration として
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また、第６回のオフィシャル・ガイドによれば、“Vaka pageant and performance of 





  第 4 章 No Money, No Mercy―マーシャル諸島が  
  第 8 回太平洋芸術祭に参加しなかった理由― 橋本裕之 
いう話は残念ながら聞くことができませんでした。さらに、Exhibitions of stamps and 
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背景的な事情についていえば、1999 年の 11 月に総選挙（定数 33）があり、野党の統一
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る、つまり Pacific Region というような考え。もう一つは巨大な大陸の海岸線 Pacific Rim
と捉えることである。もちろん、Pacific Rim と、水域としての Pacific Region というの
が重なって、アジア太平洋世界といいうものはできているのですが、しばしばそうは考え





ない。つまり１億とか 10 億とかいう規模の国に対して、５万とか 10 万とか 20 万の人口の
国なのだ。それが Pacific Rim と Pacific Region が組み合わさった一つのものとして（ア





 このように、まずもって Pacific Region と Pacific Rim との間に大きな差があり、Pacific 
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 第 6 章 フレンチポリネシア代表団についての考察  












  フレンチポリネシア代表団のダンスショー、Maui e te vehera’a o te tau（マウイの時間
の旅）は、ティバウ文化センターのカミヨのオープンステージで催された。当初、26 日、
27 日、28 日の晩で予定は組まれていたが、雨天で開催式が 24 日から 26 日に移されたこと




















































 第 6 章 フレンチポリネシア代表団についての考察  
  桑原牧子 
のウクレレとは異なり、ハイピッチなもの）の演奏が伴われる。Te oho no te aroha （恋の
約束）と題されたこの歌はポリネシア人の土地と文化への密接な繋がりを描き出している。
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